
ダッシュボード  → デバイス
から、デバイスの行をクリックしてデバイスを開きます。ページタイトルには、デバイスの モデル
（利用可能な場合）と内部 IDが表示されます。

デバイスに複数の登録がある場合、 Cerberus Enterprise
は読み取り専用の履歴レコードを表示できます。その場合、ページには 履歴データ
バナーと、現在の登録データに戻るためのボタンが表示されます。

上部セクションには、デバイスの識別情報、割り当て、および管理状態の概要が表示されます。一部のフィ
ールドはプラットフォーム固有のものであり、 Androidまたは Appleデバイスにのみ表示されます。

IDおよび モデル : 読み取り専用の識別子。
ユーザー :
現在割り当てられているユーザー（設定されている場合）を表示します。ユーザーメニューから、
ユーザーを開く または ユーザーの変更
が可能です。また、ユーザーが設定されていない場合は、ユーザーを割り当てることができます。
管理モード および 所有権 : UI上のツールチップとともに表示されます。
ステータス : 現在のデバイスの状態（アイコンとツールチップの詳細を含む）。
ADEプロファイル  (Appleのみ ): 割り当てられている自動デバイス登録（ ADE
）プロファイル（設定されている場合）を表示し、そのプロファイルを開くまたは変更することが
できます。
ポリシー :
割り当てられているポリシーを表示し、そのポリシーを開くまたは変更することができます。また
、ポリシーが設定されていない場合は、新しいポリシーを割り当てることができます。
ポリシーのコンプライアンスステータス  (ポリシーが割り当てられている場合 ):
デバイスがコンプライアンスを満たしているかどうかを示します。
ポリシーのバージョン  (ポリシーが割り当てられている場合 ):
デバイスに最新のポリシーバージョンが適用されているかどうかを示します。
登録日 および 最終ステータス報告日 : 登録日と最後に報告されたステータスのタイムスタンプ。
登録解除日 : デバイスの登録が解除された場合に表示されます。

デバイスの概要

履歴データと現在の登録状況の比較

上部フィールド



デバイスエディタは、展開可能なセクションで構成されています。プラットフォームや状態に応じて、以下
のパネルが 1つまたは複数表示される場合があります。

位置情報マップ : 現在のデバイスの位置履歴を表示する 位置情報 タブと、 Android
デバイスでジオフェンスデータが利用可能な場合に表示される、ジオフェンスの遷移を確認するた
めの ジオフェンス タブからなるタブ付きパネルです。
コマンド :
デバイスにコマンドを送信し、コマンド履歴を表示します（プラットフォームにより異なります）
。
セキュリティ状態  (Androidのみ ): セキュリティ状態、 Play Integrity
の判定結果、およびセキュリティリスクが表示されます。
アプリレポート  (Androidのみ ): インストール済みアプリとフィードバック /
エラーレポートが表示されます。
管理対象アプリケーション  (Appleのみ ):
管理対象アプリの状態とインストール詳細が表示されます。
コンプライアンス違反の詳細 :
デバイスがコンプライアンスを満たしていない場合に表示されます。コンプライアンス違反となっ
ているポリシー設定がリスト形式で表示されます。
ステータス報告 :
デバイスから報告された追加データが、カテゴリと値のツリー形式で表示されます。
登録履歴 : この物理デバイスにおける過去の登録履歴がリスト形式で表示されます。

位置情報マップ
パネルはタブ形式になり、位置履歴とジオフェンスの遷移が分離して表示されるようになりました。

位置情報 :
履歴フィルター、日付範囲検索、位置情報マーカー、精度範囲の円、および現在のデバイスのライ
ブ追跡コントロールが表示されます。
ジオフェンス  (Androidのみ ):
専用のマップ上にジオフェンスの遷移履歴を表示します。期間フィルター、オプションのアーカイ
ブ済みジオフェンス切り替え、および遷移のサイドリストが含まれます。

一部のデータやパネルは、デバイスのポリシーで対応するカテゴリが有効になっている場合にのみ利
用可能です。詳細については、 ステータス報告 および 位置情報とジオフェンス
のページを参照してください。

パネル

位置情報パネルのタブ

https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/91831
https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/a4f23


これらのタブの完全な動作については、 位置情報マップ を参照してください。

ページの下部では、データの更新ができるほか、プラットフォーム、デバイスの状態、およびライセンス状
況に応じたアクションを実行できます。

データの更新 : デバイスのレコードを再読み込みします。
デバイスの無効化  / デバイスの有効化  (Androidのみ ):
サポートされている状態の場合に利用可能です。
デバイスの登録解除 :
デバイスから管理を解除します。正確な動作はプラットフォームと所有権によって異なります（例
： Android
では、ワークプロファイルの消去または工場出荷時リセットが行われる場合があります）。
デバイスの削除 :
デバイスの登録がすでに解除されており、レコードを削除できる場合に利用可能です。

アクション
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